
（
溶
接
に
係
る
使
用
前
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
旨
の
表
示
）

第
十
四
条
の
四

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十

五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
号
。
以
下
「
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
」
と
い
う
。）第
十
七
条
第
一
項
、
第

三
十
条
又
は
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
機
器
等
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
又
は
補
助
ボ
イ
ラ
ー
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
単
に
「
機
器
等
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
第
十
七
条
第
二
項
（
研
開
炉
技
術
基

準
規
則
第
三
十
条
及
び
第
五
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
主
要
な
耐
圧
部
の

溶
接
部
を
有
す
る
も
の
を
設
置
す
る
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
当
該
機
器
等
に
係
る
使
用
前
事
業
者
検
査
を

終
了
し
た
と
き
は
、
当
該
機
器
等
に
使
用
前
事
業
者
検
査
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
記
号
そ
の
他
表
示
を
付
す
る

も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
使
用
前
確
認
の
申
請
）

（
使
用
前
検
査
の
申
請
）

第
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
三
項
の
確
認
（
以
下
「
使
用
前
確
認
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
十
一
第
一
項
の
検
査
（
以
下
「
使
用
前
検
査
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

五

使
用
前
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
使
用
前
事
業
者
検
査
に
係
る
工
事
の
工
程
、
期
日
及
び
場
所

五

検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
事
の
工
程
、
期
日
及
び
場
所

六

﹇
略
﹈

六

﹇
同
上
﹈

七

原
子
炉
本
体
に
係
る
工
事
の
場
合
で
あ
っ
て
原
子
炉
本
体
を
試
験
の
た
め
に
使
用
す
る
と
き
又
は
発
電
用

原
子
炉
施
設
の
一
部
が
完
成
し
た
場
合
で
あ
っ
て
そ
の
完
成
し
た
部
分
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
き
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
使
用
の
期
間
及
び
方
法

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当

該
申
請
が
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
変
更
の
工
事
（
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の
増
加
の
工
事
を
除
く
。）に
係
る
場

合
に
は
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
説
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

三

第
七
十
六
条
第
一
項
の
施
設
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
、
設
備
又
は
機
器

三

発
電
用
原
子
炉
及
び
保
守
管
理
の
重
要
度
が
高
い
系
統
に
つ
い
て
定
量
的
に
定
め
る
保
守
管
理
の
目
標

四

前
項
第
七
号
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類

四

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

保
守
管
理
の
実
施
に
関
す
る
計
画
の
始
期
（
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
又
は
発
電
用
原
子
炉
の
基
数
の
増

加
の
工
事
に
係
る
使
用
前
検
査
の
開
始
す
る
日
を
い
う
。）及
び
期
間

ロ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
、
検
査
及
び
補
修
等
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
点
検
等
」

と
い
う
。）の
方
法
、
実
施
頻
度
及
び
時
期

ハ

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
安
の
た
め
の
点
検
等
を
実
施
す
る
際
に
行
う
保
安
の
確
保
の
た
め
の
措
置

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

﹇
項
を
削
る
。﹈

４

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
当

該
事
項
を
変
更
し
た
場
合
は
、
そ
の
評
価
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
一
項
の
申
請
書
及
び
前
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

５

第
一
項
の
申
請
書
及
び
第
三
項
の
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
使
用
前
検
査
の
実
施
）

第
十
六
条

削
除

第
十
六
条

使
用
前
検
査
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
工
事
の
工
程
に
お
い
て
、
原
子
力
施
設
検
査
官
が
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
（
同
表
第
一
号
の
下
欄
に
掲
げ
る
検
査
事
項
に
つ
い
て
は
、
可
搬
型
の
機
械
又
は

器
具
に
係
る
検
査
事
項
を
除
く
。）に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
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